
代数学第２ 課題 02
担当教員 : 坂内 健一 研究室 : 矢上 14棟 443室 E-mail:bannai@math.keio.ac.jp

体の拡大・代数拡大
October 4, 2012 http://www.math.keio.ac.jp/~bannai/

代数の必要知識

教科書 §1.1-§1.2の内容

• 体の標数の定義

• 体の拡大の定義、拡大次数の定義

• 代数的元の定義、最小多項式の定義

• 代数拡大の定義

• 体の自己同型の定義

課題

問題 3. 代数的な元の最小多項式が何かを説明できる様になり、ζ8 = e2πi/8 ∈ CのQ上お
よびQ(

√
−1)上の最小多項式をそれぞれ求めることができる様になる。また、Q(ζ8) ⊂ C

のQ上およびQ(
√
−1)上の次数を求めることができる様になる。

問題 4. 体の代数拡大の定義を理解し、体の有限次拡大は代数拡大となることの証明を説
明できる様になる。

問題 5. ω = e2πi/3とする。このとき、Q( 3
√
2, ω)のQ上の自己同型写像とは何か説明する

ことができ、すべて求めることができる。

自宅で

来週は、§1.3-§1.4の内容をやる予定です。予習しておいて下さい。
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